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語
り
継
ぐ
た
め
に

　
町
戦
没
者
遺
族
会
で
は
、
文
集

「
戦
後
71
年
を
経
て
〜
太
平
洋
戦

争
を
語
り
継
ぐ
〜
」
と
、
戦
争
体

験
映
像
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
平
和
の
思

い
を
次
の
世
代
へ
語
り
継
ぐ
」
を

制
作
し
ま
し
た
。

　
戦
争
体
験
者
や
戦
没
者
の
ご
遺

族
の
方
々
が
当
時
の
記
憶
を
語
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
慰

霊
祭
や
自
治
会
で
上
映
さ
れ
、
当

時
の
記
憶
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

アニメ「ガラスのうさぎ」上映会
二宮町吾妻山防空壕見学会

　主人公敏子の母と妹を奪った東京大空襲の焼け跡には、ガラス
工場を営んでいた敏子の父が作ったガラス細工のうさぎが歪んだ
形になりながらも残っていた。
　そして、敏子の父も、疎開途中の二宮町でアメリカ軍の機銃掃射
に遭い、敏子の目の前で命を落としてしまった。
　累計発行部数223万部のベストセラーのアニメ上映とゆかりの地、
二宮町へ出かけます。
上映会・事前学習
日時：平成29年９月30日㈯　13時30分～16時
場所：福祉会館　多目的ホール
対象：どなたでも参加できます

現地見学
日時：平成29年11月４日㈯　９時～15時30分
場所：二宮町吾妻山ほか
対象：９月30日の事前学習に参加できる町内小学4・5・6年

生とその保護者　20名（子どものみ参加も可）
※詳しくは、８月15日発行のおしらせ版をご覧ください。

平和のつどい
　平和の大切さを町民の皆さんに伝えて
いくため、毎年開催しています。
　ぜひ、ご参加ください。

日　時：平成29年８月15日㈫
　　　　13時30分～14時40分
会　場：開成町民センター３階　大会議室
入場料：無料

講　演　「父から聞いたシベリア抑留」
講　師　　露木　順一氏

主　催：開成町戦没者遺族会
後　援：開成町

伝えていく 
記憶

◀戦争体験の記憶を
　まとめたDVD

町戦没者遺族会の協力により▶
戦争体験をまとめた冊子
鳥海さんの体験も掲載

※冊子は、町図書室で閲覧できます。
　DVDは、福祉課までお問い合わせください。

　「
戦
争
は
、
ど
こ
か
遠
い
国
で
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
だ
と
思
っ
て

い
た
」
と
い
う
、
子
ど
も
た
ち
の

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
身
近
な
人
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
で
、
戦
争
に
対
す
る
思

い
は
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
大
切
な
人
が

亡
く
な
る
悲
し
み
や
自
分
の
ふ
る
さ

と
が
焼
け
野
原
に
な
る
悲
し
み
を
感

じ
、
「
戦
争
は
も
う
二
度
と
し
て
は

い
け
な
い
の
だ
」
と
い
う
思
い
を
、

さ
ら
に
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
父
は
、
生
前
、
従
軍
し
て
い
た

時
の
こ
と
を
あ
ま
り
語
ろ
う
と
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
幼
い
頃
、
一
緒

に
お
風
呂
に
入
っ
た
時
、
左
腿
の

銃
弾
が
貫
通
し
た
傷
跡
を
見
せ
な

が
ら
、
中
国
の
最
前
線
で
の
様
子

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
父
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、

叔
父
か
ら
父
の
過
去
を
知
り
ま

し
た
。

　
昭
和
11
年
２
月
26
日
、
陸
軍
の

青
年
将
校
が
兵
を
率
い
て
決
起
し

た
「
二
・
二
六
事
件
」
。
上
官
の

命
令
に
従
い
、
父
は
襲
撃
に
一
兵

卒
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　
事
件
の
首
謀
者
17
人
は
、
銃
殺

刑
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
下
士

官
・
兵
た
ち
は
、「
事
件
に
参
加

し
た
の
だ
か
ら
、
汚
名
を
す
す
ぐ

た
め
に
、
白
木
の
箱
で
帰
還
せ
よ

（
戦
死
し
て
こ
い
と
の
意
）」
と
、

戦
場
の
最
前
線
に
送
り
出
さ
れ
、

多
く
の
方
が
戦
死
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　
父
は
、
「
二
・
二
六
事
件
」

に
つ
い
て
は
、
一
言
も
語
ら
ず

墓
ま
で
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

さ
ぞ
重
荷
を
背
負
っ
た
人
生
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

屋
根
す
れ
す
れ
を
飛
ぶ
米
軍
機

　
私
は
、
東
京
の
浅
草
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
東
京
大
空
襲
の
三
日
前
、

昭
和
20
年
３
月
７
日
に
、
母
と
姉

の
三
人
で
母
の
実
家
の
あ
る
下
曽

我
に
疎
開
し
ま
し
た
。
も
し
、
あ

の
時
疎
開
し
な
い
で
浅
草
に
居
た

ら
、
私
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
父
が
復
員
し
て
浅

草
の
住
居
跡
に
行
っ
た
時
、
戦
禍

で
一
面
焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
疎
開
先
と
な
っ
た
下
曽
我
で
も
、

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と

防
空
壕
に
逃
げ
込
む
日
々
が
続
き

ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
、
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん

だ
際
に
、
お
な
か
が
す
い
た
と
泣

き
だ
し
た
私
は
口
を
塞
が
れ
、
屋

根
す
れ
す
れ
に
飛
ん
で
く
る
米
軍

機
に
聞
こ
え
る
と
、
叱
ら
れ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
防
空
壕
の
あ

っ
た
場
所
を
見
た
時
に
、
家
の
裏

の
土
手
に
堀
っ
た
簡
単
な
防
空
壕

で
は
、
米
軍
の
機
銃
や
爆
弾
か
ら

身
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
世
代
に
伝

え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

日
本
が
な
ぜ
、
あ
の
よ
う
な
無
謀

な
戦
争
に
突
入
し
て
し
ま
っ
た
の

か
、
問
い
続
け
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

父
が
最
期
ま
で
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
|

私
の
戦
争
体
験

鳥海 亘敞さん（円中）
のぶ ひさ

体験談を語る（円中ふれあいの集い）

久保田 和男さん（円中）

町内の慰霊碑
町内には、沖縄をはじめ国内
諸外地域において戦没された
方々を弔う慰霊碑が建立され
ています。

慰霊塔（酒田神社）

殉国英霊の碑（吉田島2028番地）
旧酒田村出身者　85柱

旧吉田島村出身者　35柱

絵の一枚一枚に込められた
一人ひとりの戦争体験

７
月
８
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
「
円
中
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
で
の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

も
も

　今回の特集に掲載した絵は、「わたしたちの戦争の記憶」に紹介されてい
る皆さんの戦争の記憶をもとに、久保田 和男さん（円中）が描いたものです。
絵の一枚一枚に、体験された方が見た戦争が描かれています。
　久保田さんに絵に込めた思いを伺いました。

　私も、小さい頃に戦争を体験しました。幼かったため、戦地に行くこ
とはありませんでしたが、その時に感じた恐怖、ひもじい思いを忘れる
ことができません。そうした思いから、平和のありがたさ、尊さを痛感

しています。いつまでも、平和
であってほしいと切に願ってい
ます。亡くなった方は、もう話
すことはできません。皆さんの
体験した記憶を絵にして、これ
からも次の世代へ伝えていきた
いと思います。

ご
う

武藤 真悠さん(金井島) ※現在は中学1年生
ま　ゆ

昨年12月に開成小学
校で「円中戦争体験
を次世代に伝える会」
が行った授業を聞い
た感想をご紹介します。

戦争体験の
お話を聞いて


